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I．平成 29 年度第 2回評議員会議事録

日　時：平成 29 年 4 月 25 日（火）15:30～16:50

場　所： アイーナ・いわて県民情報交流センター 501 室 

（岩手県盛岡市盛岡駅西通 1-7-1）

評議員出席者：

　 秋光和也，青木孝之，有江　力，濱本　宏，曵地康史，

廣岡　卓，一瀬勇規，石黒　潔，岩井　久，景山幸二，

川北一人，児玉基一朗，近藤則夫，久保康之，窪田昌春，

眞岡哲夫，守川俊幸，中屋敷均，難波成任，根岸寛光，

大木　理，大島一里，佐野輝男，佐藤豊三，高橋賢司，

高松　進，竹下　稔，瀧川雄一，土佐幸雄，土屋健一，

津田新哉，月星隆雄，對馬誠也，宇垣正志，吉川信幸，

金山晋治，桑田　茂会長，夏秋知英副会長，吉田重信庶

務幹事長，平塚和之庶務副幹事長

以 上評議員 40 名（定員 55 名，欠席者：阿久津克己，荒瀬　榮， 

平八重一之，北　宜裕，増田　税，仲川晃生，中島　隆，

夏秋啓子，奥野哲郎，高橋英樹，寺岡　徹，柘植尚志，

渡邊　健，松永　礼，長谷川裕）

幹 事・事務局出席者：鍵和田聡会計幹事，山内智史庶務幹

事，古谷綾子副会計幹事，渡辺玲子事務局員，水藤早紀

事務局員

1．審議事項

　（1 ）平成 29 年度日本農学進歩賞および日本学術振興会

賞受賞候補者の選定（桑田会長）

　日本農学進歩賞受賞候補者に石橋和大氏，日本学術振興

会賞受賞候補者に志村華子氏，山次康幸氏を推薦すること

が提案され，承認された．

　（2）平成 29 年度定期総会資料の検討（桑田会長）

　 1）平成 28 年度会務報告

　①庶務報告（吉田庶務幹事長）

　会員数，会員の逝去，学会報発行実績，役員会・委員会

開催状況，総会・大会開催状況，部会開催状況，談話会・

研究会・教育プログラム等開催状況，名誉及び永年会員の

推挙，学会賞，学術奨励賞，論文賞，学生優秀発表賞，日

本農学進歩賞受賞候補者推薦，日本学術振興会賞受賞候補

者推薦，関連学会等の受賞者並びに平成 29 年度副会長選

挙結果について報告された．

　②会計報告（鍵和田会計幹事）

　一般会計収支，貸借対照表，正味財産増減計算，財産目

録について報告された．

　③会計監査報告（濱本会計監査）

　会計監査の結果，収支決算が適正であることが報告された．

　④学会報編集報告（川北編集委員長）

　和文誌及び英文誌の編集報告がなされた．

　以上の会務報告が一括して承認された．

　 2）平成 29 年度会務案

　①行事案（山内庶務幹事）

　学会報の発行，大会・部会・談話会及び研究会等の開催，

学会賞・学術奨励賞及び論文賞等の選考，学生優秀発表賞

の選考，名誉会員及び永年会員の推挙，平成 30 年度副会

長選挙，平成 30～31 年度評議員及び会計監査の選挙，日

本農学進歩賞・日本学術振興会賞等の受賞候補者の推薦を

行うことが提案された．

　②予算案（古谷副会計幹事）

　会費収入を中心とする事業活動収入並びに会報刊行及び

大会等の開催を中心とする事業活動支出，学術事業安定化

基金取崩に関する一般会計予算案が提案された．

　③学会報編集計画案（川北編集委員長）

　英文誌 6 報，和文誌 4 報を，名古屋大学を編集事務局と

して発行することが提案された．投稿規定が改定され，和

文誌は紙媒体から電子メールによる投稿に変更されたこと

が報告された．

　以上の会務案が一括して承認された．

　 3）総会資料の承認

　平成 29 年度定期総会資料が承認された．

　（3 ）平成 30 年度大会開催場所および日程の承認（桑田

会長）

　平成 30 年度大会は，平成 30 年 3 月 25 日～27 日，神戸

国際会議場（神戸市）で開催することが承認された．

　（4 ）平成 31 年度大会開催ブロックの確認（吉田庶務幹

事長）

　平成 31 年度大会は北関東地区と南関東地区の常任評議

員で検討し，次回の評議員会で開催地を提案することが確

認された．

　（5 ）PubMed 収録に対応した JGPP Instructions for Authors 

の改定について（鍵和田会計幹事）

　JGPP のインパクトファクター向上の一環として PubMed 

への収録を目指しており，それに伴い利益相反，ヒト・動

物を扱う研究およびインフォームドコンセントに係る文言

を Instructions for Authors の規程に盛り込むことが報告さ

れ，手続きを進めることが承認された．

本　会　記　事
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　（6）その他

　開発途上地域の研究者が ICPP2018 に参加するための基

金への拠出を ICPP から要請されており国際学術交流費か

ら支出すること，支出額は次回の幹事会で検討し，次回評

議員会に諮ることが提案され，承認された．

2．報告事項

　（1）学会報編集委員会報告（川北編集委員長）

　 JGPP のインパクトファクターは 2015 年 1.12，2016 年

1.15 であったが，このままでは 1 を下回る可能性があるた

め過去 2 年間の論文を積極的に引用すること，生物防除や

同定を専門とする海外レビューアーを新たに推薦してほし

いこと，和文誌が 100 周年を迎えるにあたり，過去に掲載

された論文の中から選ばれた重要な論文の再掲載を 2 年間

に渡って行うことが報告された．

　（2）病名委員会報告（窪田病名委員長）

　日本植物病名目録（2016 年版）の発行，日本植物病名

目録利用許可，病名目録編集に係る契約職員の雇用，病名

委員の構成等について報告された．

　（3）国際化対応委員会報告（桑田会長）

　オーストララシアンへの短期派遣は 1 名の応募があり，

派遣を決定したことが報告された．

　（4 ）国際植物保護科学会（IAPPS）Region X 運営委員会

報告（有江評議員）

　日本植物病理学会，日本雑草学会，日本農薬学会等から

出席があり，IPPC は 2019 年 11 月 10～14 日に開催される

ことが報告された．

　（5）技術士対応委員会報告（濱本技術士対応委員）

　技術士育成に関する各学会の取り組み状況，平成 28 年

度技術士（植物保護）第二次試験で 10 名が合格し，合格

者総数が 113 名になったことが報告された．大会期間中に

開催される技術士試験対策セミナーの案内があった．

　（6）日本農学会報告（吉田幹事長）

　日本農学会の法人化，日本農学賞・読売農学賞（推薦候

補）の選考，平成 29 年度日本農学会シンポジウム実施案

が報告された．

　（7 ）2017 Asian Conference of Plant Pathology，日韓合同

シンポジウムについて（桑田会長）

　ACPP の発表者は決定したが，日韓合同シンポジウムの

発表者は選定中であることが報告された．

　（8 ）男女共同参画支援費の使用使途の検討について（桑

田会長）

　男女共同参画支援費は大会開催時の保育所開設に係る経

費に使用してきたが，予算の有効利用のため，使用用途の

検討を進めていくことが報告された .

　（9）会員の逝去について（吉田幹事長）

　平成28年度に7名の会員が逝去されたことが報告された．

　（1 0）その他　海外からの講師への謝金支出について内

規を整備することが報告された．

3．平成 29 年度大会委員長挨拶（吉川評議員）

4．平成 30 年度大会委員長挨拶（土佐評議員）

II．平成 29 年度定期総会

　平成 29 年 4 月 26 日にマリオス（盛岡市盛岡駅西通 2 丁

目 9 番 1 号）において開催された平成 29 年度定期総会に

おいて，以下の議案がいずれも承認された．

II-1．平成 28 年度会務報告

1．庶務報告

（1）会員数　計 1,847 名（平成 29 年 1 月 1 日現在）

  名誉会員 34 名／永年会員 69 名／正会員 1,239 名（内

外国会員 21 名）／学生会員 264 名／学部生会員 18 名／ 

準会員 120 団体／賛助会員 39 社（103 口）

（2）会員のご逝去

 湯川敬夫氏 平成 26 年

 安盛　博氏 平成 28 年 5 月

 江塚昭典氏 平成 28 年 5 月 17 日

 髙浪洋一氏 平成 28 年 10 月 9 日

 木口忠彦氏 平成 28 年 11 月 10 日

 浅田泰次氏 平成 29 年 1 月 24 日

 水沢芳名氏 平成 29 年 2 月 11 日

 池上雍春氏 平成 29 年 2 月 22 日

（3）学会報

 発行部数 英文誌：第 82 巻 1～6 号 各 1,900 部

   （計 11,400 部）

  和文誌：第 82 巻 1～4 号 各 2,000 部

   （計 8,000 部）

 頒布部数 英文誌：国内（1～6 号） 各 1,649 部

   （計 9,894 部）

  　　　　国外（1～6 号） 各 76 部

   （計 456 部）

  計 各 1,725 部

   （計 10,350 部）

［内　国外交換 41／国外寄贈 7／名誉会員 32／永年会員 11

／賛助会員 61／準会員 121／（計 273）］

  和文誌：国内（1～4 号） 各 1,820 部

   （計 7,280 部）
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  　　　　国外（1～4 号） 各 61 部

   （計 244 部）

  計 各 1,881 部

   （計 7,524 部）

［内　国内交換 5／国内寄贈 8／広告主 7／名誉会員 32／永

年会員 66／賛助会員 61／準会員 121／（計 300）］

（4）役員会・委員会開催状況

 第 1 回評議員会 平成 28 年 11 月 12 日

 第 2 回評議員会 平成 29 年  4 月 25 日

 幹事会  平成 28 年  5 月  8 日

   7 月 16 日

   9 月 10 日

   11 月 12 日

   平成 29 年  1 月 28 日

   3 月 18 日

   4 月 25 日

 編集委員会  平成 28 年  3 月 20 日

 賞選考委員会  平成 28 年 11 月  8 日

 功績者推薦委員会 平成 28 年 10 月  5 日

 選挙管理委員会 平成 28 年 11 月  8 日

 病名委員会  平成 28 年  3 月 21 日

 学会ニュース編集委員会 平成 28 年  3 月 23 日

 教育プログラム推進委員会 平成 28 年  3 月 27 日

 技術士対応委員会 平成 28 年  9 月  9 日

 5 学会技術士育成推進委員会 平成 29 年  1 月 30 日

（5）総会・大会開催状況

 総　　会 平成 28 年 3 月 21 日

  岡山コンベンションセンター（岡山市）

 大　　会 平成 28 年 3 月 21～23 日

  岡山コンベンションセンター（岡山市）

  参加者：903 名，一般講演：366 題

（6）部会開催状況

 北海道部会 平成 28 年 10 月 19～20 日

  かでる 2.7（札幌市）

  参加者：約 160 名，一般講演：15 題，

  談話会講演：4 題

 東北部会 平成 28 年 9 月 29～30 日

  コラッセふくしま（福島市）

  参加者：108 名，一般講演：27 題

 関東部会 平成 28 年 9 月 29～30 日

  横浜国立大学（横浜市）

  参加者：149 名，一般講演：34 題，

  特別講演：1 題

 関西部会 平成 28 年 9 月 29～30 日

   静岡県コンベンションアーツセンター

（静岡市）

  参加者：258 名，一般講演：89 題

 九州部会 平成 28 年 11 月 9～10 日

  グランデはがくれ（佐賀市）

  参加者：約 100 名，一般講演：23 題，

  特別講演：2 題，シンポジウム講演：3 題

（7）談話会・研究会・教育プログラム等開催状況

 第 16 回植物病原菌類談話会：

 　平成 28 年 3 月 23 日

 　岡山コンベンションセンター（岡山市）

 　参加者：146 名，講演題数：3 題

 第 14 回バイオコントロール研究会：

 　平成 28 年 3 月 24 日

 　岡山大学（岡山市）

 　参加者：122 名，講演題数：9 題

 第 26 回殺菌剤耐性菌研究会シンポジウム：

 　平成 28 年 3 月 24 日

 　岡山大学（岡山市）

 　参加者：136 名，講演題数：8 題

 第 12 回植物ウイルス病研究会：

 　平成 28 年 3 月 24 日

 　倉敷市立美術館（倉敷市）

 　参加者：101 名，講演題数：9 題

 平成 28 年度植物感染生理談話会：

 　平成 28 年 8 月 10～12 日

 　シーパル須磨（神戸市）

 　 参加者：92 名，講演題数：13 題，ポスター発表：

37 題

 第 12 回植物病害診断教育プログラム：

 　平成 28 年 8 月 29 日～9 月 2 日

 　法政大学　小金井キャンパス（小金井市）

 　参加者：26 名，講師：12 名

 EBC 研究会ワークショップ 2016：

 　平成 28 年 9 月 16 日

 　 JA ビル（千代田区）

 　参加者：121 名，講演題数：9 題

 第 10 回植物病害診断研究会：

 　平成 28 年 9 月 28～29 日

 　静岡県コンベンションアーツセンター（静岡市）

 　参加者：181 名，講演題数：9 題

　　第 27 回植物細菌病談話会：

 　平成 28 年 10 月 24～25 日

 　京都府立大学（京都市）
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 　参加者：87 名，講演題数：12 題

 第 28 回土壌伝染病談話会：

 　平成 28 年 11 月 8 日

 　グランデはがくれ（佐賀市）

 　参加者：124 名，講演題数：13 題

（8）名誉会員の推挙

　第 1 回評議員会で次の方を推挙することが決定された

（ABC 順）．

　本田雄一氏，稲葉忠興氏，加来久敏氏

（9）永年会員の推挙

　第 1 回評議員会で次の方を推挙することが決定された

（ABC 順）．

　堀尾英弘氏，益子道生氏，松田安男氏，大橋祐子氏， 

玉田哲男氏

（10）平成 29 年度学会賞

　第 1 回評議員会で次の 3 氏に授賞することが決定された

（ABC 順）．

　石川雅之氏　　 「タバコモザイクウイルスの複製機構に

関する研究」

　岩井　久氏　　 「南部日本で発生する植物ウイルス病の

診断と遺伝子解析に関する研究」

　鈴木信弘氏　　 「マイコウイルス研究の新展開」

（11）平成 29 年度学術奨励賞

　第 1 回評議員会で次の 3 氏に授賞することが決定された

（ABC 順）．

　石賀康博氏　　 「トマト斑葉細菌病菌の生産する植物毒

素コロナチンの作用機構に関する研究」

　越智　直氏　　 「ダイズ黒根腐病の発生生態と防除に関

する研究」

　山岸菜穂氏　　 「セルリー萎縮炭疽病の生態解明と防除

に関する研究」

（12）平成 29 年度論文賞

　第 1 回評議員会で次の 2 件に授賞することが決定された

（掲載順）．

Daiki Tsushima, Charith Raj Adkar-Purushothama, Akito 

Taneda, Teruo Sano. Changes in relative expression levels 

of viroid-specific small RNAs and microRNAs in tomato 

plants infected with severe and mild symptom-inducing 

isolates of Potato spindle tuber viroid.

 Journal of General Plant Pathology 81(1): 49–62 (2015).

Jinyan Liu, Bo Min Kim, Yo-hei Kaneko, Tsuyoshi Inukai, 

Chikara Masuta. Identification of the TuNI gene causing 

systemic necrosis in Arabidopsis ecotype Ler infected with 

Turnip mosaic virus and characterization of its expression.

 Journal of General Plant Pathology 81(3): 180–191 (2015).

（13）平成 28 年度学生優秀発表賞

　平成 28 年度大会で学生優秀発表賞に 11 名を選考した．

（1 4）平成 28 年度日本農学進歩賞，日本学術振興会賞等の

受賞候補者推薦

　日本植物病理学会賞授賞規程に準じて，各受賞候補者を

推薦した．

（15）平成 28 年度関連学会等の受賞者

　以下の会員が受賞した．

　平成 28 年度（第 15 回）日本農学進歩賞

　　藤川貴史氏　 「カンキツグリーニング病根絶対策を加

速する簡便迅速な検出法開発」

　　前島健作氏　 「プラムポックスウイルスの高度診断技

術の開発および分子疫学的研究」

　第 7 回（平成 28 年度）日本学術振興会 育志賞

　　深田史美氏　 「植物病原糸状菌における細胞周期と植

物感染制御機構に関する研究」

　平成 29 年度日本農学賞・第 54 回読売農学賞

　　白石友紀氏　 「植物細胞壁を介する病原菌認識機構に

関する研究」

　日本学士院賞

　　難波成任氏　 「植物病原性細菌ファイトプラズマに関

する分子生物学的研究」

（16）平成 29 年度副会長選挙

　平成 28 年 10 月施行（開票は 11 月 8 日），久保康之氏が

選出された．
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2．平成 28 年度会計報告

（1）一般会計収支計算書（平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 12 月 31 日まで）

（単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異

I　事業活動収支の部

1．事業活動収入

会費収入 21,570,000 21,051,021 518,979

正会員会費 12,690,000 12,156,000 534,000

学生会員会費 1,400,000 1,466,000 △ 66,000

学部生会員会費 16,000 28,000 △ 12,000

外国会員会費 174,000 156,021 17,979

準会員会費 1,890,000 1,845,000 45,000

賛助会員会費 5,400,000 5,400,000 0

会報刊行収入 8,080,000 8,031,138 48,862

頒布収入 2,400,000 2,978,809 △ 578,809

広告料 180,000 171,000 9,000

著者負担金 5,500,000 4,881,329 618,671

事業収入 15,100,000 23,839,956 △ 8,739,956

大会 8,000,000 13,881,138 △ 5,881,138

部会 3,000,000 2,595,717 404,283

談話会・研究会 3,500,000 6,439,097 △ 2,939,097

教育プログラム 600,000 924,004 △ 324,004

研究成果公開促進費収入 3,500,000 3,700,000 △ 200,000

雑収入 165,000 124,921 40,079

預金利息 15,000 9,382 5,618

雑収入 150,000 115,539 34,461

事業活動収入計 48,415,000 56,747,036 △ 8,332,036

2．事業活動支出

会報刊行費支出 21,600,000 20,213,275 1,386,725

印刷製本費 16,000,000 15,568,740 431,260

編集費 5,600,000 4,644,535 955,465

事業支出 17,700,000 25,057,211 △ 7,357,211

大会 9,000,000 13,743,786 △ 4,743,786

部会 3,700,000 3,309,591 390,409

談話会・研究会 4,000,000 6,807,551 △ 2,807,551

教育プログラム 1,000,000 1,196,283 △ 196,283

学術奨励関係費支出 900,000 720,750 179,250

国際学術交流費支出 300,000 0 300,000

情報電子化費支出 1,330,000 897,342 432,658

HP 充実費 530,000 525,000 5,000

情報維持費 800,000 372,342 427,658

男女共同参画支援費支出 200,000 54,418 145,582
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負担金支出 1,539,000 1,446,839 92,161

男女共同参画学協会連絡会 5,000 5,000 0

日本技術者教育認定機構（JABEE） 50,000 50,000 0

日本農学会 124,000 124,000 0

植物保護科学連合 50,000 50,000 0

日本微生物学連盟 100,000 100,000 0

国際植物保護科学会 50,000 50,000 0

国際植物病理学会（ISPP） 1,160,000 1,067,839 92,161

事業運営費支出 2,400,000 2,501,520 △ 101,520

会議費 750,000 786,450 △ 36,450

旅費交通費 1,500,000 1,572,570 △ 72,570

各種委員会関係費 150,000 142,500 7,500

管理費支出 4,837,000 4,925,028 △ 88,028

通信運搬費 450,000 449,078 922

消耗品費 150,000 115,093 34,907

事務管理費 3,177,000 3,177,000 0

印刷費 250,000 137,916 112,084

外部監査管理費 150,000 151,874 △ 1,874

雑支出 660,000 894,067 △ 234,067

事業活動支出計 50,806,000 55,816,383 △ 5,010,383

事業活動収支差額 △ 2,391,000 930,653 △ 3,321,653

II　投資活動収支の部

1．投資活動収入

投資活動収入計 0 0 0

2．投資活動支出

投資活動支出計 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

III　財務活動収支の部

当期収支差額 △ 2,391,000 930,653 △ 3,321,653

前期繰越収支差額 2,827,315 2,827,315 0

次期繰越収支差額 436,315 3,757,968 △ 3,321,653
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収支計算書に対する注記

1．資金の範囲について

　　資金の範囲には，現金預金，未収金・未払金，仮払金・前受金及び預り金を含めている．

　　なお，前期末及び当期末残高は，下記 2 に記載するとおりである．

2．次期繰越収支差額に含まれる資産および負債の内訳

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期末残高

現 金 預 金 12,893,695 10,409,816

未 収 金 1,439,100 1,599,870

仮 払 金 1,667,000 1,000,000

合 計 15,999,795 13,009,686

未 払 金 4,156,480 531,718

前 受 金 9,016,000 8,719,000

預 り 金 0 1,000

合 計 13,172,480 9,251,718

次期繰越収支差額 2,827,315 3,757,968

（2）貸借対照表（平成 28 年 12 月 31 日現在）

（単位：円）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

I　資産の部

1．流動資産

現金預金 10,409,816 12,893,695 △ 2,483,879

現金 177,215 368,482 △ 191,267

部会等現金 17,283 97,428 △ 80,145

普通預金 5,347,913 8,265,022 △ 2,917,109

部会等預金 3,657,877 3,400,060 257,817

振替貯金 1,209,528 762,703 446,825

未収金 1,599,870 1,439,100 160,770

仮払金 1,000,000 1,667,000 △ 667,000

流動資産合計 13,009,686 15,999,795 △ 2,990,109

2．固定資産

特定資産

学術事業安定化基金 22,021,662 22,021,662 0

学術奨励基金 17,027,595 17,027,595 0

国際学術交流基金 9,649,267 9,649,267 0

特定資産合計 48,698,524 48,698,524 0

固定資産合計 48,698,524 48,698,524 0

資産合計 61,708,210 64,698,319 △ 2,990,109

II　負債の部

流動負債

未払金 531,718 4,156,480 △ 3,624,762



Jpn. J. Phytopathol. 83（4）． November, 2017 273

前受金 8,719,000 9,016,000 △ 297,000

預り金 1,000 0 1,000

流動負債合計 9,251,718 13,172,480 △ 3,920,762

負債合計 9,251,718 13,172,480 △ 3,920,762

III　正味財産の部

一般正味財産 52,456,492 51,525,839 930,653

正味財産合計 52,456,492 51,525,839 930,653

負債及び正味財産合計 61,708,210 64,698,319 △ 2,990,109

財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている．

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである．

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

学術事業安定化基金 22,021,662 0 0 22,021,662

学術奨励基金 17,027,595 0 0 17,027,595

国際学術交流基金 9,649,267 0 0 9,649,267

合　　　計 48,698,524 0 0 48,698,524

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである．

（単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち一般正味財産

からの充当額）

（うち負債に 

対応する額）

特定資産

学術事業安定化基金 22,021,662 （0） （22,021,662） （0）

学術奨励基金 17,027,595 （0） （17,027,595） （0）

国際学術交流基金 9,649,267 （0） （9,649,267） （0）

合　　　計 48,698,524 （0） （48,698,524） （0）
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（3）正味財産増減計算書（平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 12 月 31 日まで）

（単位：円）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

I　一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

（1）経常収益

受取会費 21,051,021 21,577,500 △ 526,479

正会員会費 12,156,000 12,610,000 △ 454,000

学生会員会費 1,466,000 1,371,000 95,000

学部生会員会費 28,000 21,000 7,000

外国会員会費 156,021 153,000 3,021

準会員会費 1,845,000 1,972,500 △ 127,500

賛助会員会費 5,400,000 5,450,000 △ 50,000

会報刊行収益 8,031,138 9,110,470 △ 1,079,332

頒布収益 2,978,809 2,771,348 207,461

広告料 171,000 171,000 0

著者負担金 4,881,329 6,168,122 △ 1,286,793

事業収益 23,839,956 20,675,187 3,164,769

大会 13,881,138 7,569,163 6,311,975

部会 2,595,717 2,022,520 573,197

談話会・研究会 6,439,097 3,649,263 2,789,834

教育プログラム 924,004 660,006 263,998

100 周年記念事業 0 6,774,235 △ 6,774,235

研究成果公開促進費収益 3,700,000 3,600,000 100,000

雑収益 124,921 155,687 △ 30,766

預金利息 9,382 12,679 △ 3,297

雑収益 115,539 143,008 △ 27,469

経常収益計 56,747,036 55,118,844 1,628,192

（2）経常費用

会報刊行費 20,213,275 22,457,268 △ 2,243,993

印刷製本費 15,568,740 16,188,196 △ 619,456

編集費 4,644,535 6,269,072 △ 1,624,537

事業費 25,057,211 14,571,409 10,485,802

大会 13,743,786 6,837,055 6,906,731

部会 3,309,591 2,826,247 483,344

談話会・研究会 6,807,551 3,985,440 2,822,111

教育プログラム 1,196,283 922,667 273,616

学術奨励関係費 720,750 753,679 △ 32,929

国際学術交流費 0 210,540 △ 210,540

情報電子化費 897,342 1,182,689 △ 285,347

HP 充実費 525,000 420,000 105,000

情報維持費 372,342 762,689 △ 390,347
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男女共同参画支援費 54,418 232,000 △ 177,582

負担金 1,446,839 401,600 1,045,239

男女共同参画学協会連絡会 5,000 0 5,000

日本技術者教育認定機構（JABEE） 50,000 50,000 0

日本農学会 124,000 151,600 △ 27,600

植物保護科学連合 50,000 50,000 0

日本微生物学連盟 100,000 100,000 0

国際植物保護科学会 50,000 50,000 0

国際植物病理学会（ISPP） 1,067,839 0 1,067,839

事業運営費 2,501,520 2,447,511 54,009

会議費 786,450 820,786 △ 34,336

旅費交通費 1,572,570 1,393,825 178,745

各種委員会関係費 142,500 232,900 △ 90,400

管理費 4,925,028 5,104,314 △ 179,286

通信運搬費 449,078 512,754 △ 63,676

消耗品費 115,093 167,621 △ 52,528

事務管理費 3,177,000 3,365,000 △ 188,000

印刷費 137,916 171,218 △ 33,302

外部監査管理費 151,874 149,600 2,274

雑費 894,067 738,121 155,946

100 周年記念事業支援金 0 13,779,183 △ 13,779,183

経常費用計 55,816,383 61,140,193 △ 5,323,810

評価損益等調整前当期経常増減額 930,653 △ 6,021,349 6,952,002

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 930,653 △ 6,021,349 6,952,002

2．経常外増減の部

当期一般正味財産増減額 930,653 △ 6,021,349 6,952,002

一般正味財産期首残高 51,525,839 57,547,188 △ 6,021,349

一般正味財産期末残高 52,456,492 51,525,839 930,653

II　指定正味財産増減の部

III　正味財産期末残高 52,456,492 51,525,839 930,653
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（4）財産目録（平成 28 年 12 月 31 日現在）

（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 金　　　額

（流動資産）

現金 手元保管 194,498

預金 普通預金 5,347,913

　三井住友銀行白山支店 370,748

　三菱東京 UFJ 銀行駒込支店 2,102,769

　ジャパンネット銀行 994,274

　CITIBANK 1,379,104

　三菱東京 UFJ 銀行（編集事務局） 501,018

部会等預金 3,657,877

振替貯金 ゆうちょ銀行 1,209,528

未収金 準会員会費 1,599,870

仮払金 1,000,000

　総会・大会 1,000,000

流動資産合計 13,009,686

（固定資産）

特定資産

学術事業安定化基金 22,021,662

三菱東京 UFJ 銀行駒込支店定期 16,964,269

三井住友銀行白山支店普通預金 3,000,000

三井住友銀行白山支店定期 51,393

ジャパンネット銀行定期 2,006,000

学術奨励基金 17,027,595

三井住友銀行白山支店定期 17,027,595

国際学術交流基金 9,649,267

三井住友銀行白山支店定期 8,446,584

ジャパンネット銀行定期 1,202,683

固定資産合計 48,698,524

資産合計 61,708,210

（流動負債）

未払金 531,718

前受金 8,719,000

　正会員会費 8,360,000

　学生会員会費 290,000

　学部生会員会費 3,000

　外国会員会費 66,000

預り金 1,000

流動負債合計 9,251,718

負債合計 9,251,718

正味財産 52,456,492
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3．平成 28 年度会計監査報告

　平成 28 年度日本植物病理学会収支決算について，平成 29 年 2 月 14 日に岡田事務所　岡田　茂公認会計士の監査を受け，

決算書類が「我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して，日本植物病理学会の平成 28

年 12 月 31 日をもって終了する会計年度の収支及び正味財産増減の状況並びに同事業年度末日現在の財産状態をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認める．」との監査報告書を受けました．その後，学会会計監査の結果，収

支決算が確実なることを確認しました．

 平成 29 年 2 月 22 日　　　　　

 会計監査　　　　　　　　

 濱　本　　　宏　　　㊞
 夏　秋　啓　子　　　㊞
 根　岸　寛　光　　　㊞

4．平成 28 年度学会報編集報告

項　　　目

ページ数

JGPP（英文誌） 日植病報（和文誌）

1 号
1 月

2 号
3 月

3 号
5 月

4 号
7 月

5 号
9 月

6 号
11 月

計
1 号
2 月

2 号
5 月

3 号
8 月

4 号
11 月

計

［ページ数内］

総説
10

（1） ― ― ―
7

（1） ―
17

（2）
18

（1） ―
16

（1）
12

（2）
46

（4）

テクニック ― ― ― ―
8

（1） ―
8

（1） ― ― ― ― ―

原著論文
19

（2）
36

（4）
37

（4）
22

（2）
28

（4）
16

（2）
158

（18） ―
38

（4）
7

（1）
17

（2）
62

（7）

短報
26

（5）
11

（2）
16

（3）
9

（2）
5

（1）
9

（2）
76

（15）
5

（1） ― ―
5

（1）
10

（2）

病害短信
12

（3）
4

（1）
6

（2）
20

（5）
11

（2） ―
53

（12） ― ― ― ― ―

論文総ページ
67

（11）
51

（7）
59

（9）
51

（9）
59

（9）
25

（4）
312

（49）
23

（2）
38

（4）
23

（2）
34

（5）
118

（13）

講演要旨（会長・受賞者） ― ― ― ― ―
26

（7）
26

（7） ― ―
20

（7） ― 20

講演要旨（平成 28 年度大会） ― ― ― ― ― ― ― ― ― 97 ― 97

講演要旨（平成 27 年度部会） ― ― ― ― ― ― ― 59 ― ― ― 59

本会記事 ― ― ― ― ― ― ― 3 23 ― 2 28

その他 1 1 1 1 1 2 7 1 1 0 2 4

計
68

（11）
52

（7）
60

（9）
52

（9）
60

（9）
53

（11）
345

（56）
86

（2）
62

（4）
140
（9）

38
（5）

326
（20）

［ページ数外］

大会案内・お知らせ ― ― ― ― ― ― ― 8 2 2 5 17

会則・規定 ― ― ― ― ― ― ― 17 ― ― ― 17

学会ニュース ― ― ― ― ― ― ― 6 11 12 5 34

その他 ― ― ― ― ― 2 2 6 7 6 15 34

計 0 0 0 0 0 2 2 37 20 20 25 102

［総計］ 68 52 60 52 60 55 347 123 82 160 63 428

*（　）内は論文数
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II-2．平成 29 年度会務案

1．行事案

（1） 学会報（英文誌第 83 巻第 1～6 号，和文誌第 83 巻第

1～4 号）を発行する．

（2）大会，部会，談話会，研究会等を開催する．

 1） 大　　会：平成 29 年 4 月 26～28 日　マリオス，アイー

ナ・いわて県民情報センター（盛岡市）

 2） 北海道部会：平成 29 年 10 月 19～20 日　北海道農業

研究センター（札幌市）

 3） 東北部会：平成 29 年 9 月 28～29 日　弘前大学農学生

命科学部（弘前市）

 4） 関東部会：平成 29 年 9 月 22～23 日　横浜国立大学教

育文化ホール（横浜市）

 5） 関西部会：平成 29 年 9 月 19～20 日　大阪府立大学中

百舌鳥キャンパス（堺市）

 6） 九州部会：平成 29 年 11 月　沖縄産業支援センター（那

覇市）

 7） 第 17 回植物病原菌類談話会：平成 29 年 4 月 28 日　

アイーナ・いわて県民情報センター（盛岡市）

 8） 第 27 回殺菌剤耐性菌研究会シンポジウム：平成 29 年

4 月 29 日　アイーナ・いわて県民情報センター（盛

岡市）

 9） 第 13 回植物病害診断教育プログラム：平成 29 年 9 月

11～15 日　佐賀大学農学部（佐賀市）

10） 平成 29 年度（第 52 回）植物感染生理談話会：平成

29 年 7 月 27～29 日　伊豆熱川温泉　熱川ハイツ（賀

茂郡東伊豆町）

11） 第 11 回植物病害診断研究会：平成 29 年 11 月 15～16

日　十勝農協連ビル（帯広市）

12） EBC 研究会ワークショップ 2017（第 12 回）：平成 29

年 9 月 12 日または 15 日　JA ビル（千代田区）

13） 第 4 回日韓植物病理学会合同シンポジウム：平成 29

年 9 月 12 日　International Convention Center　済州島 

（韓国）

14） 2017 アジア植物病理学会議（第 6 回）：平成 29 年 9

月 13～15 日　International Convention Center　済州島 

（韓国）

（3）学会賞，学術奨励賞，論文賞等の選考を行う．

（4）大会において学生優秀発表賞の選考を行う．

（5）名誉会員，永年会員の推挙を行う．

（6）平成 30 年度副会長の選挙を行う．

（7）平成 30～31 年度評議員，会計監査の選挙を行う．

（8） 日本農学進歩賞，日本学術振興会賞等の受賞候補者の

推薦を行う．

（9）その他

※ 平成 30 年度大会：平成 30 年 3 月 25～27 日 

神戸国際会議場（神戸市）

2．平成 29 年度一般会計予算書（案）（平成 29 年 1 月 1 日から平成 29 年 12 月 31 日まで）

（単位 : 円）

科　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　　減

I　事業活動収支の部

1．事業活動収入

会費収入 20,864,000 21,570,000 △ 706,000

正会員会費 12,240,000 12,690,000 △ 450,000

学生会員会費 1,470,000 1,400,000 70,000

学部生会員会費 30,000 16,000 14,000

外国会員会費 174,000 174,000 0

準会員会費 1,800,000 1,890,000 △ 90,000

賛助会員会費 5,150,000 5,400,000 △ 250,000

会報刊行収入 8,160,000 8,080,000 80,000

頒布収入 2,980,000 2,400,000 580,000

広告料 180,000 180,000 0

著者負担金 5,000,000 5,500,000 △ 500,000

事業収入 16,400,000 15,100,000 1,300,000

大会 9,500,000 8,000,000 1,500,000
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部会 2,800,000 3,000,000 △ 200,000

談話会・研究会 3,500,000 3,500,000 0

教育プログラム 600,000 600,000 0

研究成果公開促進費収入 4,100,000 3,500,000 600,000

雑収入 160,000 165,000 △ 5,000

預金利息 10,000 15,000 △ 5,000

雑収入 150,000 150,000 0

事業活動収入計 49,684,000 48,415,000 1,269,000

2．事業活動支出

会報刊行費支出 20,500,000 21,600,000 △ 1,100,000

印刷製本費 15,500,000 16,000,000 △ 500,000

編集費 5,000,000 5,600,000 △ 600,000

事業支出 19,000,000 17,700,000 1,300,000

大会 10,500,000 9,000,000 1,500,000

部会 3,500,000 3,700,000 △ 200,000

談話会・研究会 4,000,000 4,000,000 0

教育プログラム 1,000,000 1,000,000 0

学術奨励関係費支出 750,000 900,000 △ 150,000

国際学術交流費支出 250,000 300,000 △ 50,000

情報電子化費支出 1,230,000 1,330,000 △ 100,000

HP 充実費 530,000 530,000 0

情報維持費 700,000 800,000 △ 100,000

男女共同参画支援費支出 200,000 200,000 0

負担金支出 679,000 1,539,000 △ 860,000

男女共同参画学協会連絡会 5,000 5,000 0

日本技術者教育認定機構（JABEE） 50,000 50,000 0

日本農学会 124,000 124,000 0

植物保護科学連合 50,000 50,000 0

日本微生物学連盟 100,000 100,000 0

国際植物保護科学会 50,000 50,000 0

国際植物病理学会（ISPP） 300,000 1,160,000 △ 860,000

事業運営費支出 2,550,000 2,400,000 150,000

会議費 800,000 750,000 50,000

旅費交通費 1,600,000 1,500,000 100,000

各種委員会関係費 150,000 150,000 0

管理費支出 4,920,000 4,837,000 83,000

通信運搬費 450,000 450,000 0

消耗品費 140,000 150,000 △ 10,000

事務管理費 3,190,000 3,177,000 13,000

印刷費 180,000 250,000 △ 70,000

外部監査管理費 160,000 150,000 10,000

雑支出 800,000 660,000 140,000
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3．学会報編集計画案

（1）編集機関

　学会誌第 83 巻の編集は，英文誌（Journal of General Plant  

Pathology），和文誌（日本植物病理学会報 Japanese Journal 

of Phytopathology）とも下記のように名古屋大学にて行う．

　編集事務局：名古屋大学農学部

　編集委員長：川北一人（名古屋大学）

　副 委 員 長：柘植尚志（名古屋大学）

　編集幹事長：竹本大吾（名古屋大学）

　印　　　刷：英文誌　シュプリンガー・ジャパン（株）

　　　　　　　和文誌　中西印刷（株）

　発　行　日： 英文誌　1 号 1 月，2 号 3 月，3 号 5 月， 

4 号 7 月，5 号 9 月，6 号 11 月

　　　　　　　 和文誌　1 号 2 月，2 号 5 月，3 号 8 月， 

4 号 11 月

（2）投稿要領

　原稿は投稿規定・細則に従って作成し，本文および表・

図の電子ファイル，必要事項を記入した和文投稿票ファイ

ル * を付して，編集委員会（jgpp-jjp@agr.nagoya-u.ac.jp）

あてに電子メールで送付すること．

（* 投稿票ファイルは http://www.ppsj.org/journal-submission_ 

procedure.html よりダウンロードすること．）

　 英 文 誌 に つ い て は， ウ ェ ブ サ イ ト https://www.

editorialmanager.com/jgpp/ にアクセスして投稿すること．

平成 29 年度役員および委員

　会　長　　　　夏秋知英

　副会長　　　　久保康之

　評議員（◎常任）

　　北 海 道 地 区　◎近藤則夫　増田　税　眞岡哲夫

　　東　北　地　区　 ◎佐野輝男　高橋英樹　吉川信幸　

石黒　潔

　　北 関 東 地 区　 ◎夏秋知英　◎津田新哉　阿久津 

克己　對馬誠也　仲川晃生　 

渡邊　健　青木孝之　佐藤豊三

　　南 関 東 地 区　 ◎難波成任　◎有江　力　平塚和之　

宇垣正志　夏秋啓子　根岸寛光　 

寺岡　徹　桑田　茂　濱本　宏　 

北　宜裕

　　中　部　地　区　 ◎景山幸二　瀧川雄一　川北一人　

高松　進　柘植尚志　守川俊幸

　　近　畿　地　区　 ◎奥野哲郎　久保康之　土佐幸雄　

中屋敷均　大木　理

　　中国・四国地区　 ◎一瀬勇規　秋光和也　曵地康史　

児玉基一朗　荒瀬　榮

　　九　州　地　区　 ◎岩井　久　大島一里　平八重一之　

土屋健一

　　編集委員長　　　川北一人

　　庶務幹事長　　　平塚和之

　　会長指名　　　　 長谷川裕　廣岡　卓　金山晋治 

窪田昌春　中島　隆　高橋賢司 

竹下　稔　月星隆雄

事業活動支出計 50,079,000 50,806,000 △ 727,000

事業活動収支差額 △ 395,000 △ 2,391,000 1,996,000

II　投資活動収支の部

1．投資活動収入

特定資産取崩収入 2,000,000 0 2,000,000

学術事業安定化基金取崩 2,000,000 0 2,000,000

投資活動収入計 2,000,000 0 2,000,000

2．投資活動支出

特定資産取得支出 0 0 0

投資活動支出計 0 0 0

投資活動収支差額 2,000,000 0 2,000,000

III　財務活動収支の部

当期収支差額 1,605,000 △ 2,391,000 3,996,000

前期繰越収支差額 3,757,968 2,827,315 930,653

次期繰越収支差額 5,362,968 436,315 4,926,653
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　会計監査　　　　　濱本　宏　夏秋啓子　根岸寛光

　原著編集委員（◎委員長，○副委員長）

　　　　　　　　　　 ◎川北一人　○柘植尚志 

Bogdanove, A.J.　Coffey, M.D. 

林　長生　Inoue-Nagata, A.K. 

磯貝雅道　伊藤隆男　Jung, H.-Y. 

川口　章　木場章範　Murray, T.D. 

中原健二　中島千晴　中屋敷均 

西澤洋子　Pappu, H.R.　澤田宏之 

宍戸雅宏　曾根輝雄　須賀晴久 

鈴木　匡　鈴木信弘　高野義孝 

瀧川雄一　東條元昭　Walsh, J.A. 

Wirsel, S.G.R.　吉岡博文　Yun, S.-H

　賞選考委員（◎委員長）

　　　　　　　　　　 ◎夏秋知英　秋光和也　久保康之 

桑田　茂　佐野輝男　瀧川雄一 

寺岡　徹

　功績者推薦委員（◎委員長）

　　　　　　　　　　 ◎奥野哲郎　濱本　宏　桑田　茂 

津田新哉

　選挙管理委員（◎委員長）

　　　　　　　　　　 ◎有江　力　濱本　宏　北　宜裕

　病名委員（◎委員長）

　　　　　　　　　　 ◎窪田昌春　青木孝之　荒城雅昭 

藤　晋一　井上康宏　伊藤陽子 

岩井　久　門田育生　小板橋基雄 

近藤則夫　松下範久　望月知史 

森脇丈治　夏秋啓子　佐橋憲生 

笹谷孝英　佐藤豊三　佐藤　衛 

菅原　敬　須崎浩一　竹内　純 

瀧川雄一　田中文夫　月星隆雄

　幹　事

　　庶務幹事長　　　平塚和之

　　庶務副幹事長　　鈴木文彦

　　庶務幹事　　　　山内智史　染谷信孝

　　会計幹事　　　　古谷綾子

　　副会計幹事　　　西川尚志

　　編集幹事長　　　竹本大吾

　　編集幹事　　　　 足立嘉彦　荒川征夫　千葉壮太郎 

芳賀　一　平田久笑　飯田祐一郎 

加藤久晴　加藤新平　西内　巧 

佐藤育男　清水将文　篠原　信 

高原浩之　渡辺秀樹

　専門委員会（◎委員長）

　　学会ニュース編集委員会

　　　　　　　　　　 ◎高橋賢司　鈴木文彦　平塚和之 

池田健太郎　山内智史

　　植物ウイルス分類委員会

　　　　　　　　　　 ◎吉川信幸　藤　晋一　畑谷達児 

岩波　徹　近藤秀樹　望月知史 

大島一里　鈴木信弘　津田新哉 

山次康幸

　　国際化対応委員会

　　　　　　　　　　 ◎夏秋啓子　濱本　宏　曵地康史 

平塚和之　近藤則夫　夏秋知英 

佐野輝男　柘植尚志　吉川信幸

　　将来問題検討委員会

　　　　　　　　　　 ◎難波成任　相野公孝　久保康之 

濱本　宏　廣岡　卓　北　宜裕 

中島　隆　西川尚志　鈴木文彦 

柘植尚志　土佐幸雄

　　教育プログラム推進委員会

　　　　　　　　　　 ◎久保康之　近藤則夫　濱本　宏 

大島一里　竹下　稔　山内智史

　　技術士対応委員会

　　　　　　　　　　 ◎桑田　茂　藤川貴史　濱本　宏 

平塚和之　西川尚志　大島研郎 

白石俊昌　鈴木文彦　山次康幸

　　5 学会技術士育成推進委員会

　　　　　　　　　　 ◎桑田　茂　濱本　宏　中保一浩 

西川尚志　山次康幸

　　JABEE 対応委員会

　　　　　　　　　　 ◎濱本　宏　有江　力　岩井　久 

古賀博則　増田　税　夏秋知英 

根岸寛光　大木　理　大里修一 

大島一里　宍戸雅宏　高橋英樹 

瀧川雄一　土佐幸雄　豊田和弘

　　男女共同参画学協会連絡会

　　　　　　　　　　夏秋啓子

　部会長

　　北海道部会長　　増田　税

　　東北部会長　　　中村茂雄

　　関東部会長　　　平塚和之

　　関西部会長　　　柘植尚志

　　九州部会長　　　吉松英明

　日本学術会議・日本農学会・国際学会等の委員

　　日本学術会議会員（第二部） 　　上田一郎
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　　　　　　連携会員　　　　　　　白石友紀　夏秋啓子

　　植物保護科学連合運営委員会　　平塚和之　夏秋啓子

　　　　　　　　　　　　　　　　　西川尚志

　　日本微生物学連盟副理事長　　　　　　　　上田一郎

　　日本農学会　評 議 員　　　　　久保康之　夏秋知英

　　　　　　　　運営委員　　　　　　　　　　前島健作

　　財団法人農学会　農学技術者教育推進委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱本　宏

　　国際微生物連合（IUMS）

　　　対応委員　　　　　一瀬勇規

　　　プログラム委員　　宍戸雅宏

　　　ウイルス分類委員　吉川信幸

　　　細菌命名委員　　　瀧川雄一

　　国際植物保護会議　委員　有江　力

　　国際植物病理学会（ISPP）

　　　Council Members　 秋光和也　久保康之　夏秋知英 

高橋英樹　一瀬勇規

　　　Correspondent for Newsletter 川北一人

　　　Members of Committee

　　　　Bacteriology 一瀬勇規

　　　　Chemical Control 石井英夫

　　　　Epidemiology 大藤泰雄

　　　　Forest Pathology 鈴木和夫

　　　　Fusarium 青木孝之

　　　　Phytophthora 東條元昭

　　　　Rhizoctonia 荒川征夫

　　　　Seed Pathology 加来久敏

　　　　Soilborne Plant Pathogens 宍戸雅宏

　　　　Taxonomy of Plant Pathogenic Bacteria 瀧川雄一

　　アジア植物病理学会（AASPP）

　　　Council Member 曵地康史

平成 29 年度大会運営委員会

　大  会  委  員  長：吉川信幸

　大会副委員長：高橋英樹

　幹　 事 　長：磯貝雅道

　懇  親  会  担  当：猫塚修一

　受  付  担  当：伊藤　伝

　会  場  担  当： 安藤杉尋　近藤　亨　長谷　修　 

藤　晋一　藤﨑恒喜（50 音順）

　運 営委員：赤平知也　岩舘康哉　越智昭彦　大場淳司　

加賀友紀子　門田育生　菅　広和　菅野英二　 

後藤新一　小林　隆　佐藤　裕　佐野輝男　菅原　敬 

瀬尾直美　平子喜一　田中和明　東條浩幸　戸田　武 

永坂　厚　中村茂雄　七海隆之　藤井直哉　古屋廣光 

本田浩央　宮野法近　八重樫元　栁沼久美子　 

吉田めぐみ（50 音順）

名誉会員および永年会員

名　誉　会　員

道家紀志　　遠藤武雄　　後藤正夫　　日比忠明　　平野和弥　　本田雄一　　堀野　修　　飯田　格　　稲葉忠興　　

梶原敏宏　　加来久敏　　加藤　肇　　岸　國平　　小林享夫　　甲元啓介　　小島　誠　　久能　均　　松山宣明　　

眞山滋志　　野中福次　　生越　明　　奥　八郎　　奥田誠一　　大内成志　　佐古宜道　　四方英四郎　鈴井孝仁　　

高橋　壯　　寺中理明　　土崎常男　　露無慎二　　渡辺　實　　山田昌雄　　山口　昭　　山中　達　　米山勝美

永　年　会　員

荒井　啓　　浅川　勝　　舟山広治　　濱屋悦次　　原田幸雄　　部田英雄　　平塚利子　　比留木忠治　堀　眞雄　　

堀尾英弘　　一谷多喜郎　飯嶋　勉　　池上八郎　　井上成信　　石島　嶄　　祝迫親志　　神澤克一　　勝部利弘　　

菊本敏雄　　木村俊夫　　小林尚志　　児玉不二雄　駒田　旦　　越水幸男　　久保　進　　久原重松　　倉橋良雄　　

牧野　精　　益子道生　　松田安男　　松本　勤　　長井雄治　　内藤秀樹　　根本正康　　贄田裕行　　西村典夫　　

野村幸彦　　野津幹雄　　大口富三　　大橋祐子　　尾崎武司　　大沢高志　　大島俊市　　大谷快夫　　太田舜三　　

齋藤　泉　　酒井隆太郎　坂本　庵　　柴田幸省　　下村　徹　　孫工弥寿雄　角名郁郎　　周藤靖雄　　但見明俊　　

高桑　亮　　高野喜八郎　玉田哲男　　丹田誠之助　富樫二郎　　鳥山重光　　土屋貞夫　　宇田川晃　　植松　勉　　

上杉康彦　　渡邊恒雄　　山口武夫　　山本孝狶　　横山佐太正　米山伸吾　　吉村大三郎　吉野嶺一　　善林六朗


